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中
島
敦
「
光
と
風
と
夢
」
に
つ
い
て 

 
 

―
―
物
語
り
の
構
成
を
中
心
に
―
― 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

肖 
 

航 

要 

旨 

 
 

    

作
品
《
光
与
风
与
梦
》
以
传
记
性
说
明
和
日
记
交
错
的
形
式

描
写
了
代
表
作
为
《
金
银
岛
》
和
《
化
身
博
士
》
的
作
家
罗
伯
特
・

路
易
斯
・
斯
蒂
文
森
晚
年
在
萨
摩
亚
群
岛
的
生
活
。
作
者
中
岛
敦

在
创
作
这
部
作
品
时
主
要
以
斯
蒂
文
森
的
书
信
集

Vailim
a 

Letters

等
为
参
考
资
料
，
在
创
作
时
有
意
地
对
其
内
容
进
行
了
筛

选
、
删
除
、
合
并
、
添
加
等
操
作
，
使
作
品
中
的
人
物
与
实
际
人

物
之
间
存
在
很
大
不
同
，
赋
予
了
作
品
小
说
的
性
质
，
同
时
，
也

使
读
者
在
人
物
身
上
看
到
了
作
者
中
岛
的
影
子
。 

        

通
过
对
作
品
主
题
和
创
作
方
法
的
分
析
以
及
对
作
品
内
容
和

参
考
资
料
的
比
较
，
笔
者
认
为
，《
光
与
风
与
梦
》
虽
然
并
未
完
整

地
塑
造
出
罗
伯
特

路
易
斯

斯
蒂
文
森
这
个
人
物
，
但
对
于
作

者
中
岛
来
说
，
这
并
不
重
要
，
因
为
作
者
的
目
的
并
不
是
全
面
地

谱
写
人
物
传
记
，
而
是
选
择
适
当
素
材
将
人
物
特
点
单
纯
化
，
鲜

明
化
，
从
而
赋
予
作
品
小
说
的
性
格
。
作
者
自
身
也
通
过
这
样
的

方
法
，
使
人
物
与
自
身
融
合
，
找
到
了
适
合
自
己
的
文
学
之
路
，

为
以
后
的
创
作
奠
定
了
基
础
。 

 

キ
ー
ワ
ー
ド
…
…
南
洋 

内
面
的
独
白 

人
物
と
作
者
の
融
合 

は
じ
め
に 

 

中
島
敦
の
「
光
と
風
と
夢
」
は
冒
険
談
『
宝
島
』
、
猟
奇
的
な
『
ジ
ー
キ
ル

博
士
と
ハ
イ
ド
氏
』
な
ど
の
作
品
に
代
表
さ
れ
る
作
家
ロ
バ
ー
ト
・
ル
イ
ス
・

ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン(R

obert Louis Stevenson

、
一
八
五
〇
―
九
四)

の
サ
モ
ア

島
に
お
け
る
晩
年
生
活
を
描
い
た
作
品
で
あ
る
。
作
品
の
中
で
、
病
気
に
苦

し
み
な
が
ら
南
海
の
自
然
を
愛
し
、
そ
こ
に
住
む
現
地
人
た
ち
を
愛
し
、
白

人
た
ち
の
植
民
地
政
策
に
憤
慨
し
、
さ
ら
に
文
学
に
対
し
て
強
い
執
着
を
持

つ
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
が
描
か
れ
て
い
る
。
昭
和
十
七
年
上
半
期
の
芥
川
賞
の

候
補
作
と
し
て
こ
の
作
品
は
推
薦
さ
れ
た
（

1
）
。 

こ
れ
ま
で
、
作
品
の
創
作
に
あ
た
っ
て
、
中
島
が
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
の
書

簡
集Vailim

a Letters

（

2
）

を
中
心
素
材
と
し
て
利
用
し
た
こ
と
は
す
で
に

何
人
か
の
研
究
者
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
て
い
る(

3

)

。
特
に
岩
田
一
男
は
作

品
の
内
容
をVailim

a Letters

の
膨
大
な
資
料
と
比
較
し
、
作
品
の
中
の
一

節
一
節
が
何
を
引
用
・
利
用
し
た
か
は
か
な
り
の
と
こ
ろ
ま
で
明
ら
か
に
さ

れ
て
き
た
。 

本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
作
品
の
創
作
背

景
、
作
品
の
形
式
的
構
成
と
内
容
的
構
成
を
中
心
に
分
析
し
、
構
成
に
よ
っ

て
作
品
に
は
ど
の
よ
う
な
性
格
が
も
た
ら
さ
れ
た
の
か
を
考
察
す
る
。
さ
ら

に
、
こ
の
作
品
が
作
者
中
島
敦
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
に
位
置
す
る
の
か
を
も
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考
え
て
み
た
い
。 

ま
ず
は
、
作
品
の
創
作
背
景
と
形
式
的
構
成
に
つ
い
て
考
察
す
る
。 

  

一 
作
品
の
創
作
背
景
と
形
式
的
構
成 

 

ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
エ
ジ
ン
バ
ラ
で
灯
台
技
師
の
息

子
と
し
て
生
ま
れ
、
幼
い
頃
か
ら
、
病
弱
で
、
大
学
卒
業
後
は
、
肺
患
の
た

め
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
や
南
洋
諸
島
な
ど
を
転
地
旅
行
し
、
一
八
八

九
年
十
二
月
サ
モ
ア
島
に
着
き
、
こ
こ
に
住
む
こ
と
を
決
め
た
。
エ
キ
ゾ
チ

ッ
ク
な
環
境
の
中
に
現
地
人
と
一
緒
に
開
墾
農
耕
の
生
活
を
楽
し
み
、
彼
ら

を
心
か
ら
愛
し
、
白
人
の
現
地
人
政
策
に
憤
り
を
も
や
し
て
彼
ら
の
た
め
に

奔
走
し
た
り
、
喀
血
に
苦
し
み
な
が
ら
創
作
を
続
け
て
い
た
。
一
八
九
四
年

十
二
月
三
日
世
を
去
る
ま
で
彼
は
旅
行
以
外
に
サ
モ
ア
を
離
れ
た
こ
と
が
な

か
っ
た
。 

こ
の
よ
う
な
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
に
、
植
民
地
経
験
と
喘
息
の
持
病
を
持
つ

中
島
は
早
い
時
期
か
ら
深
い
親
近
感
と
共
鳴
を
感
じ
た
の
で
あ
る
。
本
章
で

は
、「
光
と
風
と
夢
」
の
創
作
背
景
と
利
用
文
献
な
ど
を
分
析
し
、
作
品
の
構

成
を
明
ら
か
に
し
た
い
。 

 

１ 

作
品
の
創
作
背
景 

中
島
敦
の
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
に
対
す
る
興
味
は
、
初
期
の
創
作
メ
モ
と
思

わ
れ
る
横
浜
高
等
女
学
校
教
師
時
代
の
ノ
ー
ト
に
、「
ア
ナ
ト
オ
ル
・
フ
ラ
ン

ス
と
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
し
か
読
ま
ぬ
、
そ
れ
も
、
本
格
的
な
小
説
で
は
な
く
、

随
筆
と
か
、
幼
時
の
憶
出
を
書
い
た
と
か
い
つ
た
種
類
の
物
に
限
る
」（
4
）

と
い
う
部
分
が
あ
る
か
ら
、
非
常
に
早
い
時
期
か
ら
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と

が
分
る
。
そ
し
て
、「
本
格
的
な
小
説
」
よ
り
「
随
筆
」
な
ど
を
好
ん
で
読
ん

で
い
た
こ
と
か
ら
、
本
格
の
創
作
作
品
よ
り
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
の
人
間
性
へ

の
関
心
が
高
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
中
島
が
ス
テ

ィ
ヴ
ン
ス
ン
と
同
じ
、
肺
病
を
患
っ
て
い
た
こ
と
、
植
民
地
経
験
や
文
学
志

望
を
持
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

実
際
、
中
島
の
作
品
に
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
が
登
場
す
る
の
は
「
光
と
風
と

夢
」
だ
け
で
は
な
く
、
中
島
が
昭
和
八
年
か
ら
十
一
年
に
か
け
て
書
い
た
未

完
成
の
長
篇
小
説
「
北
方
行
」
に
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。 

 

こ
の
半
年
程
の
間
、
彼
は
彼
が
今
迄
何
年
か
か
か
つ
て
自
分
の
中
に

造
り
上
げ
、
書
き
上
げ
た
様
々
の
芸
術
家
達
の
肖
像
を
あ
る
ひ
は
打
毀

し
、
あ
る
ひ
は
壁
か
ら
取
外
す
こ
と
に
努
め
て
ゐ
た
。
ボ
オ
ド
レ
エ
ル
、

ア
ナ
ト
オ
ル
・
フ
ラ
ン
ス
、
ウ
ォ
ル
タ
ア
ー
・
ペ
エ
タ
ア
、
エ
ド
ガ
ア
・

ポ
オ
、
オ
ス
カ
ア
・
ワ
イ
ル
ド
、
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
、
リ
ス
ト
、
レ
オ

パ
ル
デ
ィ
、
三
造
は
彼
等
を
棄
て
よ
う
と
し
た
。（
も
し
く
は
彼
等
が
三

造
を
す
て
よ
う
と
し
た
）（
5
） 

 
 

 
 

（
傍
線
は
引
用
者
に
よ
る
） 

 
さ
ら
に
、
昭
和
十
二
年
に
作
っ
た
和
歌
集
「
遍
歴
」
で
は
、「
あ
る
時
は
ス

テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
が
美
し
き
夢
に
分
け
入
り
酔
ひ
し
れ
し
こ
と 

」（
6
）

と
の
一

首
が
あ
る
。 

も
と
も
と
「
光
と
風
と
夢
」
は
「
ツ
シ
タ
ラ
の
死
―
―
五
河
荘
日
記
抄
―
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―
」（
7
）

と
い
う
題
名
で
あ
っ
た
。
雑
誌
「
文
学
界
」
に
発
表
す
る
に
あ
た

っ
て
、
雑
誌
社
側
は
時
局
を
鑑
み
、「
死
」
と
い
う
言
葉
が
縁
起
が
よ
く
な
い

か
ら
と
い
っ
て
、
中
島
に
改
題
を
求
め
た
。
ま
た
編
集
者
の
河
上
徹
太
郎
は

長
す
ぎ
る
か
ら
、
サ
モ
ア
島
の
行
動
的
な
事
件
だ
け
を
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
風

に
残
し
、
主
人
公
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
の
自
己
反
省
的
独
語
を
削
る
よ
う
に
希

望
し
た
の
で
、
作
者
本
人
の
手
に
よ
っ
て
改
題
と
短
縮
が
行
わ
れ
た
。
そ
の

結
果
、
作
品
は
「
光
と
風
と
夢
―
―
五
河
荘
日
記
抄
―
―
」
に
改
題
さ
れ
、

内
容
も
原
稿
の
第
十
章
～
第
十
五
章
が
集
中
的
に
カ
ッ
ト
も
し
く
は
変
更
さ

れ
、
昭
和
十
七
年
五
月
の
「
文
学
界
」
に
発
表
さ
れ
た
（

8
）
。
短
縮
に
よ
っ

て
、
原
稿
の
第
十
章
～
第
十
五
章
が
「
文
学
界
」
掲
載
時
の
第
十
章
と
第
十

一
章
を
構
成
し
、
原
稿
の
二
十
章
に
対
し
て
、「
文
学
界
」
掲
載
時
は
十
六
章

と
な
り
、
カ
ッ
ト
さ
れ
た
分
量
も
全
体
の
約
一
割
に
達
し
て
い
た
（

9
）
。
の

ち
、
単
行
本
『
光
と
風
と
夢
』
に
収
録
さ
れ
る
際
、「
文
学
界
」
掲
載
時
に
カ

ッ
ト
し
た
部
分
を
す
べ
て
原
稿
に
従
っ
て
復
元
し
、
副
題
の
「
五
河
荘
日
記

抄
」
が
削
ら
れ
た
。 

 

２ 

中
島
敦
が
使
用
し
た
と
思
わ
れ
る
資
料 

中
島
が
こ
の
作
品
を
創
作
す
る
に
あ
た
っ
て
、
主
要
資
料
と
し
て
使
っ
た

の
は
、Vailim

a Letters

で
あ
っ
た
こ
と
は
す
で
に
岩
田
一
男
な
ど
の
研
究
に

よ
っ
て
、
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
（

10
）
。 

さ
ら
に
、『
中
島
敦
文
庫
目
録
』（
11
）

に
よ
る
と
、
中
島
家
に
残
さ
れ
て
い

る
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
に
関
連
す
る
書
籍
と
し
て
、
前
記
のVailim

a  Letters

（C
ollins' Pocket C

lassics

）
の
外
に
、
以
下
の
五
冊
が
あ
る
。 

○ 
The M

erry M
en &

 O
ther Tales (Tusitala Edition Vol.

Ⅷ) 

○ 
M

em
ories and Portraits (C

ollins' C
lear-type Press) 

○ 
Virginibus Puerisque &

 Fam
iliar Studies of M

en &
 Books 

(Everym
an's Library) 

○ 
Strange C

ase of D
r.Jekyll and M

r.H
yde,Fables,O

ther Stories 

(South Seas Edition) 

○ 
R.L.Stevenson (by Janet A

dam
 Sm

ith) 

 

そ
の
ほ
か
、
書
簡
な
ど
か
ら
推
測
す
る
と
、
以
下
の
も
の
も
使
用
さ
れ
た

と
思
わ
れ
る
（

12
）
。 

○ 
Poem

s 

Ⅰ,

Ⅱ
（Tusitala Edition

） 

○ 
In the South Seas

（Tusitala Edition

） 

○ 
Vailim

a Papers 

○ 

相
良
次
郎
『
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ス
ン
』
（
研
究
社
評
伝
叢
書
） 

こ
れ
ら
の
文
献
の
使
用
も
ま
た
、
前
記
の
初
期
創
作
メ
モ
に
残
さ
れ
た
中

島
の
言
葉
、
す
な
わ
ち
、
小
説
よ
り
随
筆
な
ど
を
好
む
こ
と
を
示
し
て
い

る
と
言
え
よ
う
。 

 

３ 

作
品
の
形
式
的
構
造 

 
「
光
と
風
と
夢
」
は
二
十
の
章
か
ら
成
り
、
詳
し
く
見
て
み
る
と
、
以
下

の
よ
う
な
構
成
で
あ
る
。 

 

第
一
章 
伝
記
的
説
明 

全
集(

以
下
同)

一
〇
五
頁
～
一
〇
七
頁 

第
二
章 

日
記(
一
八
九
〇
年
十
二
月
③) 

一
〇
七
頁
～
一
一
四
頁 
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第
三
章 

伝
記
的
説
明 

一
一
四
頁
～
一
一
六
頁 

第
四
章 

日
記(

一
八
九
一
年
五
月
⑤
、
六
月
②) 

一
一
七
頁
～
一
二
四

頁 

第
五
章 
伝
記
的
説
明 

一
二
四
頁
～
一
三
一
頁 

第
六
章 

日
記(
一
八
九
一
年
九
月
②
、
十
月
①
、
十
一
月
②
、
十
二
月
①) 

一
三
一
頁
～
一
三
七
頁 

第
七
章 

伝
記
的
説
明 
一
三
七
頁
～
一
四
二
頁 

第
八
章 

日
記(

一
八
九
二
年
四
月
③
、
五
月
④
、
六
月
②
、
七
月
①
、
八

月
①
、
九
月
②
、
十
月
①) 

一
四
二
頁
～
一
五
五
頁 

第
九
章 

伝
記
的
説
明 

一
五
五
頁
～
一
五
八
頁 

第
十
章 

日
記(

一
八
九
二
年
十
一
月
①
、
十
二
月
①
、
一
九
八
三
年
一
月

②
、
二
月
①
、
四
月
①
、
五
月
②
、
六
月
②) 

一
五
八
頁
～
一

六
七
頁 

第
十
一
章  

伝
記
的
説
明 

一
六
七
頁
～
一
七
〇
頁 

第
十
二
章  

日
記(

一
八
九
三
年
六
月
二
十
四
日
、
二
十
七
日
、
三
十
日
、 

 
 

七
月
四
日
、
八
日
、
九
日
、
十
日
、
十
二
日
、
十
三
日
、
十
七

日) 

一
七
一
頁
～
一
七
七
頁 

第
十
三
章  

伝
記
的
説
明 

一
七
七
頁
～
一
七
九
頁 

第
十
四
章  

日
記(

一
八
九
三
年
十
一
月
③
、
十
二
月
②) 

一
七
九
頁
～

一
八
四
頁 

第
十
五
章  

伝
記
的
説
明 

一
八
四
頁
～
一
八
五
頁 

第
十
六
章  

日
記(

一
八
九
四
年
二
月
①
、
三
月
①
、
五
月
①
、
七
月
①
、

八
月
②) 

一
八
五
頁
～
一
九
五
頁 

第
十
七
章  

日
記(

一
八
九
四
年
九
月
②) 

一
九
五
頁
～
一
九
七
頁 

第
十
八
章  

伝
記
的
説
明 

一
九
八
頁
～
二
〇
一
頁 

第
十
九
章  

日
記(

一
八
九
四
年
十
月
③
、
十
一
月
⑥
、
十
二
月
一
日) 

二

〇
一
頁
～
二
一
五
頁 

第
二
十
章  

伝
記
的
説
明 

二
一
五
頁
～
二
一
六
頁 

(

○
の
中
の
数
字
は
日
記
篇
数
で
あ
る)  

明
ら
か
に
、
作
品
は
伝
記
的
な
説
明
と
日
記
と
が
交
互
に
繰
り
返
さ
れ

る
構
成
を
も
っ
て
い
る
。
文
字
数
が
相
対
的
に
多
い
の
は
、
第
十
章
、
第

十
六
章
、
第
十
九
章
で
あ
る
。
う
ち
、
最
も
多
い
の
は
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス

の
第
十
九
章
で
あ
る
。 

ま
た
、
原
典
のVailim

a  Letters

は
題
名
通
り
、
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
が

友
人
の
シ
ド
ニ
ー
・
ゴ
ル
ヴ
ィ
ン
宛
て
の
手
紙
で
あ
る
の
に
対
し
、「
光
と

風
と
夢
」
は
そ
れ
が
日
記
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。 

さ
ら
に
、
両
者
の
内
容
を
比
較
し
て
み
れ
ば
分
か
る
こ
と
で
あ
る
が
、

原
典
の
日
付
と
無
関
係
に
原
典
の
内
容
を
日
記
の
記
述
に
用
い
る
箇
所
は

随
所
に
見
ら
れ
る
。
そ
れ
に
、
原
典
に
何
年
に
も
わ
た
っ
て
散
見
す
る
記

述
を
作
者
が
特
定
の
章
に
集
中
さ
せ
て
用
い
て
い
る
（

13
）
。
こ
の
よ
う
な

意
図
的
な
修
正
と
取
捨
選
択
に
よ
っ
て
、
中
島
敦
の
描
い
た
ス
テ
ィ
ヴ
ン

ス
ン
は
実
在
の
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
と
ず
れ
が
生
じ
、
そ
の
結
果
、「
光
と
風

と
夢
」
は
決
し
て
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
の
単
純
な
伝
記
で
は
な
い
こ
と
も
必

然
で
あ
ろ
う
。
小
説
と
し
て
の
性
質
、
そ
し
て
中
島
敦
の
独
特
な
世
界
が

現
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。 
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で
は
、
作
品
の
内
容
は
ど
の
よ
う
に
選
択
、
構
成
さ
れ
て
い
る
か
、
第

二
章
で
詳
し
く
見
て
み
よ
う
。 

 
 

二 
作
品
の
内
容
的
構
成
と
位
置
づ
け 

 

 

前
記
の
よ
う
に
、「
光
と
風
と
夢
」
は
二
十
の
章
か
ら
な
り
、
伝
記
的
な

説
明
と
日
記
と
が
交
互
に
配
置
さ
れ
る
構
成
を
も
っ
て
い
る
。
物
語
り
は
ス

テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
の
晩
年
の
「
ひ
ど
い
喀
血
」
に
よ
っ
て
幕
を
開
け
、
彼
の
一

八
九
〇
年
か
ら
一
八
九
四
年
ま
で
の
サ
モ
ア
で
の
四
年
間
を
描
き
、
四
年
後

の
死
で
幕
を
閉
じ
る
。
本
章
で
は
、
こ
の
作
品
に
描
か
れ
て
い
る
主
人
公
の

日
常
生
活
、
サ
モ
ア
紛
争
、
主
人
公
の
内
面
的
独
白
や
文
学
観
な
ど
、
作
品

の
内
容
的
構
成
要
素
を
中
心
に
分
析
す
る
と
と
も
に
に
、
こ
の
作
品
の
中
島

作
品
に
お
け
る
位
置
づ
け
を
も
考
え
て
み
た
い
。 

 
 １ 

作
品
の
内
容
的
構
成 

物
語
り
は
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
が
「
ひ
ど
い
喀
血
」
に
見
舞
わ
れ
、
健
康
地

を
求
め
て
サ
モ
ア
に
た
ど
り
着
い
た
頃
か
ら
始
ま
る
。
そ
の
地
で
彼
は
健
康

を
回
復
し
、
現
地
人
と
一
緒
に
純
粋
な
喜
び
に
溢
れ
る
開
墾
農
耕
の
生
活
を

始
め
る
。
第
一
章
最
後
の
部
分
で
は
、
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
は
「
太
陽
と
大
地

と
生
物
と
を
愛
し
、
富
を
軽
蔑
し
、
乞
ふ
も
の
に
は
與
え
、
白
人
文
明
を
以

て
一
の
大
偏
見
と
見
做
し
、
敎
育
な
き
・
力
溢
れ
る
人
々
と
共
に
濶
歩
し
、

明
る
い
風
と
光
と
の
中
で
、
勞
働
に
汗
ば
ん
だ
皮
膚
の
下
に
血
液
の
循
環
を

快
く
感
じ
、
人
に
嗤
は
れ
ま
い
と
の
懸
念
を
忘
れ
て
、
眞
に
思
ふ
事
の
み
を

言
ひ
、
眞
に
欲
す
る
事
の
み
を
行
ふ
」（
14
）

と
の
信
条
を
述
べ
、
新
し
い
生

活
へ
の
憧
れ
と
期
待
に
満
ち
る
。 

そ
し
て
、
第
二
章
か
ら
第
四
章
の
中
で
、
サ
モ
ア
の
美
し
い
自
然
が
集
中

的
に
描
か
れ
て
い
る
。
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
は
色
鮮
や
か
な
植
物
、
泳
げ
る
豚

な
ど
、
野
性
的
な
動
物
た
ち
に
珍
し
さ
を
感
じ
る
。
こ
れ
ら
の
描
写
は
中
島

が
原
典
のVailim

a  Letters

に
散
見
す
る
サ
モ
ア
の
自
然
を
取
捨
選
択
し
、

殆
ど
日
付
と
無
関
係
に
用
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
集
中
的
な
描
写

は
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
の
サ
モ
ア
の
自
然
と
新
し
い
環
境
に
対
す
る
愛
情
と
興

味
を
表
し
て
い
る
。 

さ
ら
に
、
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
は
サ
モ
ア
紛
争
の
歴
史
を
触
れ
、
純
朴
な
サ

モ
ア
人
の
行
動
に
不
思
議
さ
を
感
じ
な
が
ら
、
彼
ら
を
心
か
ら
愛
し
、
白
人

の
現
地
人
政
策
に
純
粋
な
人
道
主
義
的
憤
り
を
も
や
し
、
彼
ら
の
た
め
に
積

極
的
に
奔
走
す
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
は
多
彩
な
創
作
活

動
を
も
続
け
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
作
品
の
前
半
は
南
洋
生
活
の
明
る
さ
、
楽
し
さ
、
及
び
ス

テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
が
積
極
的
に
日
常
生
活
、
文
学
創
作
、
サ
モ
ア
人
の
権
力
と

利
益
の
た
め
の
活
動
に
取
り
組
む
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。 

そ
れ
に
対
し
て
、
作
品
の
後
半
で
は
、
物
語
り
が
暗
い
方
向
へ
向
か
っ
て

い
く
。
第
十
二
章
の
中
で
、
サ
モ
ア
情
勢
が
緊
迫
し
、
つ
い
に
戦
争
が
始
ま

り
、
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
と
親
し
い
サ
モ
ア
人
た
ち
は
次
々
に
投
獄
さ
れ
、
流

刑
と
な
る
。
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
は
お
の
れ
の
無
力
を
深
く
感
じ
、
自
己
を
強

く
責
め
と
が
め
る
。
健
康
も
再
び
悪
化
し
、
文
学
創
作
の
行
き
詰
ま
り
に
陥

る
。
こ
れ
ら
の
要
素
を
き
っ
か
け
に
、
彼
は
内
面
的
に
も
自
己
と
の
長
い
闘
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い
を
始
め
る
。
そ
れ
を
経
て
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
は
再
び
生
へ
の
自
信
を
取
り

戻
し
、
心
が
喜
び
と
希
望
に
満
ち
溢
れ
、
新
生
を
予
感
す
る
が
、
こ
の
時
に

死
が
訪
れ
て
く
る
。 

以
上
で
分
か
る
よ
う
に
、
中
島
は
こ
の
作
品
の
内
容
を
明
る
い
方
向
か
ら

暗
い
方
向
へ
と
向
か
わ
せ
、
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
は
そ
の
暗
さ
が
一
転
す
る

が
、
主
人
公
に
死
が
訪
れ
、
物
語
り
が
終
わ
る
。「
光
と
風
と
夢
」
で
は
、
ス

テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
の
人
物
像
が
全
面
的
に
描
か
れ
て
い
な
い
こ
と
を
こ
の
作
品

の
不
十
分
な
点
と
し
て
指
摘
す
る
意
見
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
作
者
の
目
的
と

作
品
の
性
質
を
無
視
し
た
意
見
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、

中
島
は
全
面
的
に
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
を
表
現
す
る
伝
記
的
な
作
品
を
描
く
の

で
は
な
く
、
原
典
の
内
容
を
取
捨
選
択
し
、
サ
モ
ア
情
勢
と
い
う
大
き
な
歴

史
環
境
を
軸
に
、
主
人
公
の
日
常
生
活
の
描
写
と
内
面
的
独
白
を
う
ま
く
融

合
さ
せ
、
作
品
に
小
説
の
性
質
を
与
え
、
一
人
の
作
家
が
サ
モ
ア
で
生
き
、

悩
み
、
闘
い
、
死
に
至
る
過
程
を
す
き
な
く
構
成
し
て
い
る
。 

さ
ら
に
、
作
品
の
中
で
、
文
学
観
と
文
学
創
作
に
対
す
る
困
惑
と
熱
意
、

知
識
人
の
宿
命
に
対
す
る
認
識
な
ど
の
面
に
お
い
て
、
中
島
が
自
己
と
人
物

を
融
合
し
、
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
を
自
分
色
に
染
め
た
部
分
も
あ
る
。
次
の
節

で
詳
し
く
見
て
み
よ
う
。 

 

２ 

人
物
と
作
者
の
融
合
と
作
品
の
位
置
づ
け 

作
品
前
半
の
日
記
風
の
部
分
は
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
の
原
文
に
依
拠
す
る
度

合
が
強
い
が
、
後
半
の
部
分
か
ら
中
島
自
身
の
色
彩
が
次
第
に
濃
厚
に
な
っ

て
く
る
。
つ
ま
り
、
中
島
は
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
に
託
し
て
自
ら
の
考
え
方
を

語
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。 

作
品
中
に
お
い
て
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
の
文
学
に
対
す
る
態
度
と
文
学
観
に

関
し
て
た
く
さ
ん
の
文
字
が
使
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
第
九
章
に
お
い
て

以
下
の
表
現
が
あ
る
。 

 

満
十
五
歳
以
後
、
書
く
こ
と
が
彼
の
生
活
の
中
心
で
あ
つ
た
。
自
分
は

作
家
と
な
る
べ
く
生
ま
れ
つ
い
て
ゐ
る
、
と
い
ふ
信
念
は
、
何
時
、
又
、

何
処
か
ら
生
じ
た
も
の
か
、
自
分
で
も
解
ら
な
か
つ
た
が
、
兎
に
角
十

五
六
歳
頃
に
な
る
と
、
既
に
、
そ
れ
以
外
の
職
業
に
従
つ
て
ゐ
る
将
来

の
自
分
を
想
像
し
て
見
る
こ
と
が
不
可
能
な
迄
に
な
つ
て
ゐ
た
。 

  

そ
の
作
家
と
し
て
生
き
よ
う
と
す
る
強
い
願
望
の
跡
を
、
続
い
て
第
九
章

の
中
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。 

  
 

死
の
冷
た
い
手
が
彼
を
と
ら
へ
る
前
に
、
ど
れ
だ
け
の
美
し
い
「
空
想

と
言
葉
と
の
織
物
」
を
織
成
す
こ
と
が
出
来
る
か
？
之
は
大
変
豪
奢
な

賭
の
や
う
に
思
は
れ
た
。
出
発
時
間
の
迫
つ
た
旅
人
の
様
な
気
持
に
追

立
て
ら
れ
て
、
彼
は
ひ
た
す
ら
に
書
い
た
（

15
）
。 

  

「
出
発
時
間
の
迫
っ
た
旅
人
」
に
喩
え
ら
れ
た
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
が
、「
限

ら
れ
た
生
」
の
中
で
、
精
一
杯
に
生
き
よ
う
と
す
る
表
現
と
し
て
、「
空
想
と

言
葉
と
の
織
物
」
に
喩
え
ら
れ
た
文
学
作
品
を
一
生
懸
命
に
創
作
す
る
。 

伝
記
的
な
資
料
か
ら
も
分
る
よ
う
に
、
実
在
の
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
に
と
っ
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て
も
、
や
は
り
書
く
こ
と
こ
そ
が
唯
一
の
救
い
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
常
に
た

ゆ
ま
ぬ
努
力
が
払
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
章
の
最
後
に
、
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
は

「
執
拗
な
咳
と
喘
鳴
と
、
関
節
の
疼
痛
と
、
喀
血
と
、
疲
労
と
」
の
中
で
、

自
分
の
「
生
を
引
延
ば
す
べ
き
理
由
が
何
処
に
あ
る
の
か
」
を
問
い
詰
め
、

そ
し
て
、
結
論
を
出
し
た
。「
病
気
が
行
為
へ
の
希
求
を
絶
つ
て
以
来
、
人
生

と
は
、
私
に
と
っ
て
、
文
学
で
し
か
な
く
な
っ
た
。
文
学
を
創
る
こ
と
。
そ

れ
は
、
歓
び
で
も
な
く
苦
し
み
で
も
な
く
、
そ
れ
は
、
そ
れ
と
よ
り
言
ひ
や

う
の
な
い
も
の
で
あ
る
」
。
こ
の
よ
う
な
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
の
一
途
な
文
章
修

業
の
姿
は
、
中
島
の
羨
望
の
対
象
で
あ
り
、
中
島
の
目
標
で
も
あ
っ
た
ろ
う
。 

さ
ら
に
、
後
半
の
第
十
六
章
の
一
八
九
四
年
五
月
の
日
記
で
、
ス
テ
ィ
ヴ

ン
ス
ン
は
、
性
格
描
写
と
心
理
描
写
、
写
実
主
義
、
作
品
の
「
筋
」
な
ど
に

つ
い
て
自
分
の
考
え
方
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
部
分
は
作
者
中
島
敦
本
人
の

文
学
観
で
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

「
何
の
為
に
、
こ
ん
な
に
、
ご
た

く
と
性
格
説
明
や
心
理
説
明
を
や
っ

て
見
せ
る
の
だ
。
生
活
や
心
理
は
、
表
面
に
現
れ
た
行
動
に
よ
っ
て
の
み
描

く
べ
き
で
は
な
い
か
？ (

中
略)

楽
屋
裏
迄
見
通
し
の
舞
台
の
や
う
な
、
足
場

を
取
拂
は
な
い
建
物
の
や
う
な
、
そ
ん
な
作
品
は
真
平
だ
。
精
巧
な
機
械
程
、

一
見
し
て
単
純
に
見
え
る
も
の
で
は
な
い
か
」
。 

「
ゾ
ラ
先
生
の
煩
瑣
な
る
写
実
主
義
、
西
欧
の
文
壇
に
横
行
す
と
聞
く
。

目
に
う
つ
る
事
物
を
細
大
漏
ら
さ
ず
列
記
し
て
、
以
っ
て
、
自
然
の
真
實
を

写
し
得
た
り
と
な
す
と
か
。
そ
の
陋
や
、
哂
ふ
べ
し
。
文
学
と
は
選
択
だ
。

作
家
の
眼
と
は
、
選
択
す
る
眼
だ
。(

中
略)

現
実
は
革
、
作
品
は
靴
。
靴
は

革
よ
り
成
る
と
雖
も
、
し
か
も
単
な
る
革
で
は
な
い
の
だ
」
。 

「
読
者
を
納
得
さ
せ
る
の
が
リ
ア
リ
ズ
ム
。
読
者
を
魅
す
る
の
が
ロ
マ
ン

テ
ィ
ズ
ム
。
」（
16
） 

こ
の
ス
テ
イ
ヴ
ン
ス
ン
の
文
学
観
と
文
学
創
作
に
対
す
る
困
惑
と
熱
意
は

作
者
自
身
の
も
の
で
も
あ
ろ
う
。
作
品
「
北
方
行
」
の
中
で
も
、
冒
頭
部
分

に
中
島
の
分
身
と
も
言
え
る
三
造
は
「
自
分
は
作
家
と
な
る
や
う
に
生
ま
れ

つ
い
て
ゐ
る
」
と
考
え
て
い
る
。
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
の
文
学
に
対
す
る
情
熱

は
ま
さ
に
中
島
本
人
の
文
学
創
作
に
お
い
て
目
指
し
て
い
る
目
標
で
あ
ろ
う
。 

さ
ら
に
、
知
識
人
の
宿
命
に
対
す
る
認
識
も
作
者
自
身
の
考
え
が
現
れ
て

い
る
。
十
四
章
一
八
九
三
年
十
一
月
×
日
の
日
記
に
は
次
の
よ
う
な
一
節
が

書
か
れ
て
い
る
。 

 

私
は
、
自
分
が
今
、
知
的
生
活
を
送
る
人
間
に
通
有
の
、
一
つ
の
転
換

期
に
あ
る
の
だ
と
い
ふ
事
を
知
つ
て
ゐ
る
が
故
に
、
絶
望
は
し
な
い
。

し
か
し
、
私
が
、
私
の
文
学
の
行
詰
り
に
ぶ
つ
か
つ
て
ゐ
る
の
は
事
実

だ
。（
中
略
）
若
い
時
に
、
何
故
、
着
実
平
凡
な
商
売
を
選
ば
な
か
つ
た

か
と
、
今
、
ふ
と
、
そ
ん
な
気
が
す
る
。
そ
う
い
ふ
商
売
に
は
ひ
つ
て

ゐ
た
ら
、
今
の
様
な
ス
ラ
ン
プ
の
時
に
も
、
立
派
に
自
分
を
支
へ
て
行

け
た
ら
う
に
（

17
）
。 

 こ
の
よ
う
な
心
理
描
写
は
ま
だ
続
く
が
、
こ
の
部
分
はVailim

a  Letters

一
八
九
四
年
十
一
月
六
日
の
日
記
を
依
拠
し
た
も
の
で
あ
る
。
ス
テ
ィ
ヴ
ン

ス
ン
の
手
紙
を
も
と
に
書
い
た
の
で
あ
る
が
、
た
だ
単
に
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン

の
心
境
を
語
っ
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。
そ
れ
は
「
北
方
行
」
や
「
か
め
れ
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お
ん
日
記
」
や
「
狼
疾
記
」
な
ど
の
私
小
説
風
の
作
品
を
創
作
し
な
が
ら
も

発
表
の
機
会
も
な
い
中
島
自
身
の
心
境
で
も
あ
る
と
言
え
よ
う
。
中
島
の
分

身
と
も
言
う
べ
き
「
存
在
へ
の
疑
惑
、
存
在
の
不
確
か
さ
」
に
対
す
る
形
而

上
学
的
不
安
を
持
つ
主
人
公
た
ち
が
登
場
す
る
作
品
し
か
書
け
な
い
自
身
の

文
学
の
行
き
詰
り
を
感
じ
て
い
た
中
島
自
身
の
強
い
苦
し
み
で
あ
ろ
う
。 

 

文
字
数
が
最
も
多
く
、
作
品
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
あ
る
第
十
九
章
で
は
、

ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
は
「
肺
臓
麻
痺
を
伴
う
脳
溢
血
」
で
生
涯
を
閉
じ
る
二
日

前
の
雨
上
が
り
の
未
明
に
、
広
い
海
と
空
を
眺
め
な
が
ら
、
丘
に
立
つ
。 

「
湿
気
を
含
ん
だ
烈
風
が
ま
と
も
に
吹
付
け
る
。
大
王
椰
子
の
幹
に
身
を

支
へ
、
辛
う
じ
て
私
は
立
つ
て
ゐ
た
。
何
か
し
ら
或
る
不
安
と
期
待
の
や
う

な
も
の
が
心
の
隅
に
湧
い
て
来
る
の
を
感
じ
な
が
ら
。 

昨
夜
も
私
は
長
い
こ
と
ベ
ラ
ン
ダ
に
出
て
、
荒
い
風
と
、
そ
れ
に
交
る
雨

粒
と
に
身
を
さ
ら
し
て
ゐ
た
。
今
朝
も
斯
う
や
つ
て
強
い
風
に
逆
ら
つ
て
立

つ
て
ゐ
る
。
何
か
烈
し
い
も
の
、
凶
暴
な
も
の
、
嵐
の
や
う
な
も
の
に
、
ぐ

つ
と
ぶ
つ
か
つ
て
行
き
た
い
の
だ
。
さ
う
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
自
分
を
一

つ
の
制
限
の
中
に
閉
じ
込
め
て
ゐ
る
殻
を
叩
き
つ
ぶ
し
た
い
の
だ
。
何
と
い

ふ
快
さ
だ
ら
う
！
四
大
の
峻
烈
な
意
思
に
逆
ら
つ
て
、
雲
と
水
と
丘
と
の
間

に
屹
然
と
獨
り
目
覚
め
て
あ
る
こ
と
は
！
」 

そ
し
て
、
夜
が
明
け
て
い
く
に
つ
れ
て
、
彼
の
心
は
「
生
活
の
残
渣
や
挟

雑
物
を
掃
き
だ
し
て
呉
れ
る
何
か
が
起
る
に
違
ひ
な
い
と
い
ふ
欣
ば
し
い
豫

感
」
に
、
心
は
膨
れ
て
い
た
。
一
時
間
後
に
、
予
感
は
現
実
に
な
り
、「
眼
下

の
世
界
が
一
瞬
に
し
て
相
貌
を
変
じ
た
。
色
無
き
世
界
が
忽
ち
に
し
て
、
溢

れ
る
ば
か
り
の
色
彩
に
輝
き
出
し
た
。（
中
略
）
今
迄
の
灰
色
の
世
界
は
、
今

や
濡
れ
光
る
サ
フ
ラ
ン
色
、
硫
黄
色
、
薔
薇
色
、
丁
子
色
、
朱
色
、
土
耳
古

玉
色
、
オ
レ
ン
ヂ
色
、
群
青
、
菫
色
―
―
凡
て
、
繻
子
の
光
澤
を
帯
び
た
、

其
等
の
目
も
眩
む
色
彩
に
染
上
げ
ら
れ
た
」
。
こ
の
色
鮮
や
か
で
不
思
議
な
光

景
が
描
か
れ
た
後
、
「
一
瞬
の
奇
蹟
を
眼
下
に
見
な
が
ら
、
私
は
、
今
こ
そ
、

私
の
中
な
る
夜
が
遠
く
遁
逃
し
去
る
の
を
快
く
感
じ
て
ゐ
た
。
昂
然
と
し
て
、

私
は
家
に
帰
っ
た
。
」
こ
れ
に
よ
っ
て
、
こ
の
場
面
は
終
わ
る
。 

未
明
か
ら
太
陽
が
昇
る
ま
で
の
間
の
こ
の
場
面
は
単
な
る
夜
明
け
の
光
景

を
描
い
た
も
の
で
は
な
い
。
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
の
一
つ
の
精
神
的
な
体
験
を

表
し
た
も
の
で
あ
る
。
中
島
は
か
な
り
意
識
的
に
こ
の
場
面
を
描
い
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
の
晩
年
の
「
ひ
ど
い
喀
血
」
に
よ
っ
て

幕
を
開
け
、
四
年
後
の
死
で
、
幕
を
閉
じ
る
こ
の
作
品
は
、
一
人
の
人
間
が
、

宿
痾
に
よ
っ
て
限
ら
れ
た
生
を
ど
の
よ
う
に
生
き
、
死
ん
で
い
っ
た
か
と
い

う
問
題
意
識
に
貫
か
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
つ
ま
り
、
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
は

自
分
の
生
き
方
に
つ
い
て
追
求
し
続
け
た
の
で
あ
る
。
死
の
直
前
に
こ
の
場

面
が
配
さ
れ
た
の
も
、
こ
の
体
験
が
主
人
公
の
生
き
方
に
対
す
る
追
求
と
繋

が
っ
て
い
る
こ
と
を
語
る
た
め
で
あ
ろ
う
。 

 

こ
の
丘
の
上
の
場
面
は
、
未
完
成
の
長
篇
「
北
方
行
」
の
一
部
を
下
敷
き

に
用
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

「
昨
夜
も
彼
は
長
い
こ
と
、
甲
板
に
出
て
荒
い
潮
風
と
飛
沫
と
に
身
を
さ

ら
し
て
ゐ
た
。
今
朝
も
か
う
し
て
強
い
風
に
さ
か
ら
つ
て
立
つ
て
ゐ
る
。
何

か
は
げ
し
い
も
の
、
強
い
も
の
、
凶
暴
な
も
の
、
嵐
の
や
う
な
も
の
に
、
彼

は
ぐ
つ
と
ぶ
つ
か
つ
て
行
き
た
い
の
で
あ
る
。
さ
う
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、

自
分
の
身
に
く
つ
つ
い
て
、
自
分
を
不
具
者
に
し
て
ゐ
る
殻
を
叩
き
つ
ぶ
し
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た
い
の
で
あ
る
。
渤
海
湾
は
浅
い
の
で
、
少
し
風
が
吹
く
と
、
す
ぐ
に
浪
が

立
つ
。
船
は
か
な
り
揺
れ
る
。
船
の
動
揺
と
、
湿
気
を
含
ん
だ
烈
風
と
、
し

ぶ
き
と
、
灰
色
に
広
が
つ
た
曇
り
日
の
空
と
水
の
粛
殺
た
る
風
景
と
の
間
に

立
つ
て
、
彼
は
、
今
こ
そ
自
分
の
古
い
セ
ン
テ
ィ
メ
ン
ト
の
残
渣
が
遠
く
遁

逃
し
去
る
の
を
、
快
く
感
じ
て
ゐ
た
。
」（
18
） 

こ
の
部
分
は
、「
北
方
行
」
の
冒
頭
に
近
い
と
こ
ろ
で
出
て
く
る
。
こ
の
後

も
、
心
理
描
写
は
長
く
続
き
、
主
人
公
三
造
は
快
感
か
ら
一
転
す
る
。
三
造

は
、
「
自
分
を
不
具
者
に
し
て
ゐ
る
殻
」
、
い
わ
ゆ
る
自
分
と
現
実
と
の
間
に

張
ら
れ
て
い
る
「
寒
天
質
」
の
よ
う
な
「
薄
い
膜
」
の
せ
い
で
、
彼
に
と
っ

て
現
実
と
は
今
自
分
が
触
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
自
分
の
行
為
は
す
べ

て
自
分
の
影
に
過
ぎ
な
い
と
感
じ
た
。
引
用
の
部
分
は
、
主
人
公
三
造
の
心

象
風
景
を
描
い
た
幾
多
の
場
面
の
一
つ
に
過
ぎ
な
く
、「
光
と
風
と
夢
」
の
よ

う
に
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
出
て
く
る
ほ
ど
の
重
要
性
を
持
っ
て
い
な
い
。 

「
自
分
を
不
具
者
に
し
て
ゐ
る
殻
」
を
叩
き
つ
ぶ
し
て
、「
薄
い
膜
」
を
突

き
破
っ
て
、
生
き
る
本
能
を
も
っ
て
純
粋
に
生
き
る
こ
と
が
、
主
人
公
三
造

の
願
い
で
あ
っ
た
が
、
結
局
、「
北
方
行
」
は
未
完
成
に
終
わ
り
、
主
人
公
の

こ
の
純
粋
な
生
き
方
へ
の
夢
も
実
現
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
「
光
と
風
と

夢
」
の
主
人
公
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
に
引
き
継
が
れ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。 

主
人
公
が
亡
く
な
る
直
前
に
こ
の
場
面
を
用
い
、
未
明
か
ら
太
陽
が
昇
る

ま
で
の
間
に
、
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
の
精
神
的
な
変
化
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ

し
て
、
最
後
に
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
は
彼
の
心
の
中
の
「
中
な
る
夜
が
遠
く
遁

逃
し
去
る
の
を
快
く
感
じ
て
ゐ
た
」
だ
け
で
は
な
く
、
「
昂
然
と
し
て
」
、
家

に
帰
っ
た
の
で
あ
る
。
辞
書
の
解
釈
に
よ
る
と
、「
昂
然
」
の
意
味
は
、
自
負

が
あ
っ
て
意
気
の
あ
が
る
さ
ま
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
北
方
行
」
の
三
造
が
実

現
で
き
な
か
っ
た
「
自
分
を
不
具
者
に
し
て
ゐ
る
殻
」
を
叩
き
つ
ぶ
し
て
、

「
薄
い
膜
」
を
突
き
破
る
夢
を
、
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
は
死
の
直
前
に
現
実
の

も
の
と
し
て
体
験
で
き
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
と
三
造
が
追
求
し
続
け
た
こ
の
生
き
方
は
、
作
者
の
中
島

本
人
が
追
求
し
続
け
て
い
た
も
の
で
も
あ
る
。 

中
島
敦
の
描
い
た
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
、
す
な
わ
ち
死
に
直
面
し
な
が
ら
、

南
洋
の
自
然
を
愛
し
、
現
地
人
を
愛
し
、
ま
た
文
学
に
全
力
を
尽
く
す
そ
の

姿
は
、
実
際
の
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
の
大
き
な
特
色
を
捉
え
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。
作
者
が
意
識
的
に
内
容
を
取
捨
選
択
し
、
文
学
観
と
文
学
創
作
に
対
す

る
困
惑
と
熱
意
、
知
識
人
の
宿
命
に
対
す
る
認
識
な
ど
の
面
に
お
い
て
、
中

島
が
自
己
と
人
物
を
融
合
し
、
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
の
口
を
借
り
て
自
己
の
考

え
方
を
訴
え
た
。 

 

終
わ
り
に 

 

中
島
敦
が
南
洋
に
赴
任
し
て
か
ら
、
た
か
夫
人
に
あ
て
た
昭
和
十
六
年
十

月
一
日
付
の
書
簡
に
は
、「
僕
は
今
迠
の
島
で
ヤ
ル
ー
ト
が
一
番
好
き
だ
。
一

番
開
け
て
ゐ
な
い
で
、
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
の
南
洋
に
近
い
か
ら
だ
」（
19
）

と

記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
も
と
も
と
中
島
に
は
、
か

つ
て
自
分
が
「
光
と
風
と
夢
」
の
中
で
描
い
た
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
の
南
洋
行

を
強
く
意
識
し
、
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
が
経
験
し
た
南
洋
に
出
会
う
こ
と
を
心
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か
ら
望
ん
で
い
た
。 

中
島
は
、
死
に
脅
か
さ
れ
な
が
ら
、
な
お
生
き
よ
う
と
し
た
ス
テ
ィ
ヴ
ン

ス
ン
の
姿
を
、
南
洋
の
自
然
、
そ
し
て
現
地
人
、
さ
ら
に
文
学
に
対
す
る
真

の
愛
情
と
い
う
形
で
描
い
た
。
そ
れ
は
実
際
の
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
の
一
面
を

強
調
し
た
も
の
で
、
実
在
の
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
像
で
は
な
い
。
し
か
し
、
中

島
は
一
人
の
文
学
者
が
激
動
す
る
社
会
情
勢
の
中
で
い
か
に
生
き
よ
う
と
す

る
姿
を
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
自
ら
一
つ
の
成
長
を
遂
げ
た
と
い
っ
て
よ
い
で

あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
自
己
意
識
に
捉
わ
れ
、
虚
無
的
知
識
人
で
あ
っ
た
中

島
が
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
の
姿
を
借
り
て
は
じ
め
て
認
識
の
「
薄
い
膜
」
を
突

き
破
る
こ
と
が
で
き
、
新
し
い
意
志
に
目
覚
め
た
の
で
あ
る
。
結
局
、「
光
と

風
と
夢
」
は
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
の
死
に
よ
っ
て
幕
を
閉
じ
た
が
、
こ
の
人
物

の
死
に
よ
っ
て
中
島
は
始
め
て
作
家
と
し
て
の
生
が
得
ら
れ
た
と
言
え
よ
う
。

ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
と
い
う
人
間
に
出
会
っ
た
か
ら
こ
そ
、
そ
の
後
の
中
島
の

辞
職
、
南
洋
赴
任
、
作
家
と
し
て
生
き
て
い
く
決
意
、
様
々
な
時
間
と
空
間

を
場
面
と
す
る
多
彩
な
作
品
の
誕
生
が
あ
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い

で
あ
ろ
う
。 

  

尚
、
中
島
敦
の
引
用
テ
キ
ス
ト
は
筑
摩
書
房
版
『
中
島
敦
全
集
』
、
第
一
巻

（
二
〇
〇
一
年
十
月
十
日
）
、
第
二
巻
（
二
〇
〇
一
年
一
二
月
二
十
日
）
、
第

三
巻
（
二
〇
〇
二
年
二
月
二
十
日
）
に
拠
っ
た
。
内
容
に
影
響
を
及
ば
さ
な

い
ル
ビ
、
傍
点
は
省
略
し
た
。 

 

〈
注
〉 

（
1
）
石
塚
友
二
の
「
松
風
」
と
共
に
最
後
ま
で
賞
を
争
っ
た
が
、
「
該
当
作
無
し
」

と
の
決
定
で
受
賞
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。 

（
2
）Vailim

a Letters

は
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
が
、
サ
モ
ア
島
の
気
候
、
風
習
、
動･

植
物
の
生
態
、
米
・
英
・
独
の
植
民
地
政
策
に
耐
え
な
が
ら
生
活
す
る
現
地
人

へ
の
同
情
と
白
人
た
ち
の
非
人
道
性
へ
の
怒
り
、
自
ら
の
生
活
面
と
創
作
活
動

な
ど
を
友
人
で
あ
り
、
編
集
者
の
ゴ
ル
ヴ
ィ
ン
に
宛
て
た
書
簡
集
で
あ
る
。 

（
3
）
岩
田
一
男 

「
『
光
と
風
と
夢
』
とVailim

a Letters

」 

「
一
橋
大
学
研
究

年
報 

人
文
科
学
研
究
」
一
九
五
九
年
五
月
、
田
鍋
幸
信 

「
『
光
と
風
と
夢
』

に
お
け
る
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
」 

「
芸
術
学
」
一
九
六
四
年
十
月
、
鏡
味
国
彦 

「
中
島
敦
と
ロ
バ
ー
ト
・
ル
イ
ス
・
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
」 

「
立
正
大
学
文
学

部
論
叢
」
一
九
七
九
年
十
二
月
な
ど
が
代
表
的
で
あ
る
。 

（
4
）『
中
島
敦
全
集
』（
以
下
省
略
し
て
、『
全
集
』
と
す
る
）
第
三
巻 

二
三
三
頁 

（
5
）
『
全
集
』
第
二
巻 

一
〇
八
頁 

（
6
）
『
全
集
』
第
二
巻 

二
六
五
頁 

（
7
）「
ツ
シ
タ
ラ
」
と
は
サ
モ
ア
の
言
葉
で
「
物
語
り
を
語
る
人
」
の
意
味
で
あ
り
、

現
地
人
た
ち
が
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
に
奉
っ
た
称
呼
で
あ
っ
た
。
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス

ン
が
、
土
地
の
話
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
作
っ
た
作
品
を
現
地
人
に
話
し
て
き
か
せ

た
と
こ
ろ
彼
ら
は
そ
の
実
在
を
信
じ
て
疑
わ
な
か
っ
た
。
副
題
の
「
五
河
荘
」

と
は
ス
テ
イ
ヴ
ン
ス
ン
の
サ
モ
ア
に
お
け
る
住
居
で
、
地
名V

a
i
l
i
m
a

（
五
つ
の

河
）
か
ら
名
付
け
た
も
の
で
あ
る
。 

（
8
）「
文
学
界
」
昭
和
十
七
年
五
月
号(

第
九
巻
第
五
号
、
七
十
四
頁
～
一
五
一
頁
、

昭
和
十
七
年
五
月
一
日
、
文
藝
春
秋
社
発
行)

に
発
表
さ
れ
た
。 

（
9
）
「
光
と
風
と
夢(

「
文
学
界
」
掲
載
短
縮
部
分)

」
と
し
て
「
十
」
「
十
一
」
の

全
文
は
全
集
第
二
巻(

四
九
七
頁
～
五
〇
五
頁)

に
収
録
さ
れ
た
。
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス

ン
の
肉
体
的
衰
弱
と
そ
れ
が
も
た
ら
す
内
面
的
な
苦
悩
に
つ
い
て
の
描
写
が
大

幅
に
短
縮
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
サ
モ
ア
の
情
勢
が
緊
迫
し
、
開
戦
か
ら
終

結
に
至
る
事
件
の
経
過
が
整
理
さ
れ
て
事
態
の
推
移
が
明
瞭
に
な
っ
た
。 

（
10
）
岩
田
一
男 

「
『
光
と
風
と
夢
』
とVailim

a Letters

」 

「
一
橋
大
学
研
究
年

報 

人
文
科
学
研
究
」
一
九
五
九
年
五
月 

（
11
）
『
中
島
敦
文
庫
目
録
』
日
本
大
学
法
学
部
所
蔵 

一
九
八
〇
年
十
一
月
発
行 

（
12
）
氷
上
英
広
よ
り
、
昭
和
十
五
年
九
月
七
日
消
印
で
、「
ス
チ
ヴ
ン
ソ
ン
の
エ
ヴ

リ
マ
ン
は
学
校
に
見
あ
た
ら
な
い
がTusitala Edition

（W
illiam

 H
einem

ann, 
Ltd; London

）
が
あ
る
。
三
十
何
巻
だ
か
あ
っ
てcom

plete w
orks 

ぢ
や
な
い

か
と
思
ふ
。
イ
ン
・
ザ
・
サ
ウ
ス
・
シ
ー
ズ
と
ポ
エ
ム
ス
二
巻
を
借
り
て
き
た

が
、
役
に
立
つ
や
う
だ
つ
た
ら
送
る
。
綺
麗
な
本
で
、
バ
ル
フ
オ
ア
の
評
伝
は
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み
つ
か
ら
な
い
」
と
の
よ
う
な
文
面
が
あ
る
。
『
全
集
』
別
巻 

四
三
一
頁 

（
13
）
例
え
ば
、
サ
モ
ア
の
自
然
、
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
の
文
学
観
、
サ
モ
ア
紛
争
な

ど
に
関
す
る
記
述
は
作
者
が
特
定
の
章
に
集
中
し
て
描
い
て
い
る
。 

（
14
）『
全
集
』
第
一
巻 

一
〇
七
頁 

こ
の
部
分
は
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
の
「
ホ
イ
ッ

ト
マ
ン
論
」
の
中
で
引
用
さ
れ
た
、
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
『
草
の
葉
』
の
序
文
の
一

節
を
利
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
原
文
を
省
略
す
る
。
（Virginbus Puerisque &

 
Fam

iliar Studies of M
en &

 Books, Everym
an’s Library

 

一
九
五
頁
） 

（
15
）
『
全
集
』
第
一
巻 

一
五
五
頁
～
一
五
六
頁 

（
16
）
『
全
集
』
第
一
巻 

一
八
九
頁
～
一
九
一
頁 

（
17
）
『
全
集
』
第
一
巻 
一
七
九
頁
～
一
八
〇
頁 

（
18
）
『
全
集
』
第
二
巻 
一
〇
八
頁
～
一
〇
九
頁 

（
19
）
『
全
集
』
第
三
巻 

六
〇
七
頁 

 

主
指
導
教
員
（
佐
々
木
充
教
授
）
、
副
指
導
教
員
（
高
木
裕
教
授
・
井
村
哲
郎
教
授
） 

 


